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研究成果の概要（和文）：日本最大の湖である琵琶湖の湖底から、8 地点で堆積物を採取して、

過去から現在に続く環境変化を高精度の時間分解能で解析を進めた。火山灰分析と対比、炭素

１４年代を用いて、得られた堆積物の年代は 30 万年前にさかのぼることが明らかにできた。

得られた堆積物から、磁化方位の変化や過去の水温情報などが得られた。並行して、300km に

およぶ音波探査を実施して、琵琶湖北湖全域の表層堆積物構造が明らかにできた。 
 
研究成果の概要（英文）：Six piston core samples and two drilling samples from Lake Biwa 
were obtained in 2007 and 2008. Those core sediments have a potential which is clarified 
the precise environmental change during past 300,000 years on the basis of 
tephrochronologial data and 14C dating. Paleomagnetic information and paleotemperature 
information also were obtained. Shallow seismic survey of total 300km revealed the 
sediment stratigraphy in whole North Lake region of Lake Biwa. 
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１．研究開始当初の背景 
 古気候の研究対象として、琵琶湖の最大の
特色は、中緯度の太平洋地域では唯一、数十
万年に及ぶ連続記録を保存している点であ
る。日本及び周辺地域はモンスーンの強い影
響下にあり、そのプロキシーを得る地点とし
て優れている。また地球気候システムを全体

像としてとらえるとき、琵琶湖からの情報は
欠くべからざるものである。 
 
２．研究の目的 
本研究では、琵琶湖湖底から 50～100m ク

ラスのコアを採取し、種々の環境プロキシー
データをそろえ、とくに千年～1 万年スケー
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ルの気候変動があり、気候システムを理解す
る上で鍵となる時代（過去 2 回の氷床の後退
期、あるいはダンスガード-オシュガーサイク
ルのいくつかなど）を選び出し、百年～千年
の分解能で気候復元を行い、太陽周期あるい
は気候システムの自律的震動といった要因
が極東の気候にどのように反映するかを解
明する。また堆積物中に保存された関連する
時代の地殻変動に関する記録を明らかにす
る。 
  
３．研究の方法 
 (1)琵琶湖湖底から表層堆積物を採取し、連
続的非破壊データを採取する。採取されたコ
アの各種分析試料を採取し、地層観察、堆積
構造観察、有機地球化学、無機地球化学や同
位体地球化学、火山灰分析、年代測定、古地
磁気測定、岩石磁気測定、微化石分析を行う。 
(2)琵琶湖全域の音波探査を実施して、堆積
物の分布様相のデータを取得するとともに、
掘削計画への湖底情報とする。 
 (3)現在までに掘削されたコアについて報
告されている情報を収集・解析して、古気候
学的方面からの議論の集約のため、気候学的
検討を実施する。 
 
４．研究成果 
(1)琵琶湖における深層掘削計画は国際的な
環境変遷研究として注目されており、その堆
積物採取は日本における環境変遷研究の発
展にとって重要である。まず、2007 年度に琵
琶湖全域の湖底堆積物分布の状況や堆積物
構造・堆積速度分布などの基礎情報を均質で
高密度で解析するために東西方向の約 0.1度
ごとの音波探査（10KHz Strata Box 使用）
を実施した。測線総延長距離は３００kｍに
および、堆積物中の約 30m 深度までの反射面
とその連続性が確認された。ピストンコアリ
ングは 6地点で実施された．現在までに、概
略の解析が進んでいる 4本の堆積相と火山灰
の情報、古地磁気情報の詳細は、連合大会で
発表した。概要は下記のとおりである。
BIW07-1: 35°12'57.5N、 136°00'05.9E （長
さ 9.42ｍ）近江舞子沖、水深 73m、 BIW07-3: 
35° 20'00.23N、  136° 13'49.66E（長さ
8.60m）長浜沖 水深 30m、 BIW07-5: 35°
19'59.66N、 136°11'53.95E（長さ 13.77ｍ）
長浜沖 水深50m、BIW07-6: 35°13'59.02N、 
136°02'51.89E（長さ 18.42ｍ）沖島西 水
深 55m． 
BIW07-1 は均質な粘土層からなり、U-Oki 火
山灰層を含む約 1万年をこえる記録、BIW07-3
は長浜沖水深 30m 地点であり、下部に粗粒粒
子の含有量が増加し湖水面変動影響記録が
読み取れる。 BIW07-5 は長浜沖水深 50m 地点
であり、粗粒粒子の含有は少ない。BIW07-6
は AT 火山灰や三瓶池田火山灰を含む均質な

粘土層からなり、少なくとも 5万年をこえる
連続記録が得られたことになる。 
この解析概要（年代・堆積相・火山灰・堆積
速度の地点間比較・初期磁化率・音波探査に
よる地層の堆積様式解析など）を 2008 年 5
月の地球惑星連合大会および 12 月のアメリ
カ地球物理学連合秋季大会で発表した。 
(2)2008 年はピストンコア試料の詳細解析を
進めるとともに、4 月から 5 月にかけて琵琶
湖湖心部において１００ｍ級の堆積物を 2地
点で採取できた（コアBIW08AおよびBIW08B)。
採取された堆積物は 20 層を越える挟在する
火山灰の分析と広域火山灰との対比により、
約 20万年間および 30万年間の時間をカバー
することを明らかにできた。この１００ｍ級
試料を用いた各種の詳細分析のための試料
採取を BIW08A コアについて実施し、あわせ
て研究打ち合わせを実施した。連続的な物理
計測（色、密度、速度、磁化率など）を保存
用の半割試料を用いて実施した。 
(3) 2009 年度は、2007 年度採取の 6 地点で
のピストンコア試料の各種分析の詳細解析
を進め、2008 年度採取の 100m 級コア（コア
BIW08Aおよび BIW08B)の詳細分析試料採取お
よび各種分析（火山灰分析、堆積相解析、炭
素１４年代測定、古地磁気測定、含水率測定、
炭素・窒素含有率測定、無機化学分析、有機
化学分析、花粉分析等）を継続実施した。2009
年 5月の地球惑星科学連合大会および 8月開
催の日本第四紀学会において、「堆積相解析
と火山灰年代層序に基づいた過去の琵琶湖
における過去 30 万年間の湖岸デルタ発達の
様相の解析」、「過去 5万年間の詳細な古地磁
気情報解析」等の結果を報告した。また、
BIW07-6 コアを用いた過去 5 万年間の古水温
変遷の研究結果をアメリカ地球物理学連合
（AGU）の秋季大会で発表した。堆積物記載
の第一報として、BIW07-6 コアの炭素１４年
代測定結果を論文として報告した。研究計画
の最終年度の研究集会を 2009 年 12 月に京都
において実施し、研究の成果のまとめと論文
作成の計画を打ち合わせた。現在、第四紀研
究特集号に、BIW07 のコアを用いた過去 5 万
年間の堆積物と火山灰の論文が印刷中であ
るほか、詳細な古地磁気変遷、古気温の推定
等の結果もまとめられる予定である。  
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